
　
作
者
に
つ
い
て

　
杉す
ぎ 
み
き
子こ

（
一
九
三
〇
―
）

　
杉
み
き
子
さ
ん
は
、
児
童
文
学
の
作
家
で
す
。
新に
い

潟が
た

県
に
生

ま
れ
、
現
在
も
そ
こ
で
暮く

ら
し
て
い
ま
す
。

　
雪
国
を
舞ぶ

台
に
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
喜
び
や
悲
し
み
を

書
い
て
い
ま
す
。

　
他
の
作
品
に
は
、『
か
く
ま
き
の
歌
』（
村む
ら

山や
ま 

陽よ
う

／
画
、
童ど
う

心し
ん

社
）、『
小
さ
な
雪
の
町
の
物
語
』（
佐さ

藤と
う 

忠ち
ゅ
う

良り
ょ
う

／
画
、
童

心
社
）、『
わ
ら
ぐ
つ
の
な
か
の
神
様
』（
加か

藤と
う 

美み

紀き

／
絵
、
宮み
や

川か
わ 

健た
け

郎お

／
編
、
岩い
わ

崎さ
き

書
店
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

六上『あの坂をのぼれば』（14ページ～）

　
他
の
作
品


